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報告書データ / Report

概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

分子もしくは炭素を基盤として構成されるさまざまなマイクロ・ナノメートルサイ
ズを有する構造体は、様々なエネルギー変換材料への応用の可能性を持っている。
本研究では、カーボンナノチューブに様々な条件で化学処理および熱処理を行った
試料を作製し、それらの処理がカーボンナノチューブの局所構造に与える影響につ
いて調べた。また、窒素含有ナノカーボン材料の前駆体として、イオン液体を前駆
体として熱分解法により合成した窒素含有ナノカーボン材料の熱分解過程における
生成物の局所構造解析、生成した窒素含有ナノカーボン材料の磁気的性質について
調べた。さらに、木質系バイオマスから得られた有機分子を用いて金属錯体および
木質バイオマスを原料とした蛍光性量子ドットを合成し、その局所構造および光物
性について調べた。

実験
Experimental

本研究では，カーボンナノチューブ薄膜試料を急速加熱することにより生じる局所
構造変化(欠陥生成過程、燃焼過程)の詳細を顕微ラマン分光法により明らかにした。
特に、それらの試料への化学修飾が、カーボンナノチューブの電気的性質、熱的性
質に与える影響について明らかにした。また、イオン液体を前駆体として熱分解法
により合成した窒素含有ナノカーボン材料の熱分解過程における生成物の重量変化
および局所構造変化を、TG/DTA解析、顕微ラマン分光法により明らかにした。さ
らに、生成時の熱履歴の異なる窒素含有ナノカーボン材料の磁気的性質をSQUID型
磁化測定装置および電子スピン共鳴装置を用いて調べた。その結果、熱履歴に依存
した局在スピンおよび伝導電子スピンの生成および消滅過程と局所構造の関係を明
らかにすることができた。さらに、木質系バイオマス由来の分子を用いた金属錯体
単結晶試料を合成し、その結晶構造を微小結晶用X線回折装置を用いて明らかにし
た。さらに、木質バイオマスを原料とした蛍光性量子ドットを各種条件で合成し、
その合成条件と蛍光特性の相関を蛍光分光装置および絶対量子収率測定装置を用い
て明らかにした。

結果と考察
Results and Discussion

その結果、熱履歴に依存した局在スピンおよび伝導電子スピンの生成および消滅過
程と局所構造の関係を明らかにすることができた。さらに、木質系バイオマス由来
の分子を用いた金属錯体単結晶試料を合成し、その結晶構造を微小結晶用X線回折
装置を用いて明らかにした。さらに、木質バイオマスを原料とした蛍光性量子ドッ
トを各種条件で合成し、その合成条件と蛍光特性の相関を蛍光分光装置および絶対
量子収率測定装置を用いて明らかにした。

図・表・数式
Figures, Tables and

Equations
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本研究を行うにあたって，分子科学研究所機器センターの売市 幹大様（顕微レーザー
ラマン分光測定）, 藤原 基靖様(電子スピン共鳴およびオペランド多目的Ｘ線回折測
定),伊木 志成子様(電子スピン共鳴測定),宮島 瑞樹様(SQUIDおよびTG/DTA測定),上
田 正様(蛍光スペクトルおよび量子収率測定)および岡野 芳則様(微小結晶X線構造回
折測定)には大変お世話になりました。心より感謝いたします。
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